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財
政
規
律
確
立
と
未
来
に
向
け
て
の
取
組
を

自
由
民
主
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
国
が
進

２７

め
る
経
済
対
策
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

影
響
な
ど
に
よ
り
過
去
最
高
額
を
更
新
し
ま

し
た
。
中
野
区
に
お
い
て
は
、
納
税
義
務
者

数
の
増
加
に
加
え
、
一
人
あ
た
り
の
所
得
額

も
増
加
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
以
降
、
前

２３

年
度
決
算
を
上
回
る
状
況
が
続
き
、
緩
や
か

で
は
あ
り
ま
す
が
確
実
に
景
気
回
復
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
経
済
に
目
を
向
け

る
と
、
相
次
ぐ
テ
ロ
や
、
中
国
経
済
の
鈍
化
、

北
朝
鮮
に
よ
り
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
核
実
験
、

ミ
サ
イ
ル
発
射
等
が
リ
ス
ク
要
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

又
、
中
野
区
に
お
い
て
は
、
法
人
住
民
税

の
低
下
や
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
影
響
も
懸

念
さ
れ
、
区
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
今
後
決

し
て
楽
観
視
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
し
て
、

西
武
新
宿
線
立
体
交
差
事
業
の
着
実
な
進
捗
。

工
夫
を
凝
ら
し
た
催
告
に
よ
り
住
民
税
等
収

納
率
の
向
上
。
小
学
校
に
お
け
る
体
験
学
習

の
復
活
。
保
育
需
要
の
増
を
見
込
み
、
待
機

児
童
解
消
に
向
け
た
積
極
的
な
取
組
み
。
私

立
幼
稚
園
等
利
用
し
て
い
る
児
童
の
入
園
料

保
育
料
等
補
助
の
実
施
。
自
転
車
利
用
に
か

か
る
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発
等
々
。

　

自
由
民
主
党
議
員
団
は
、
今
後
も
財
政
規

律
の
確
立
と
さ
ら
な
る
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
、
未
来
に
向
け
て
の
取
組
み
と
し

て
新
し
い
中
野
の
街
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

画
し
て
ま
い
り
ま
す
。

区
民
と
と
も
に
進
む
区
政
を

民
進
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
決
算
は
多
く
の
財
政
指
標
に

２７

改
善
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は

景
気
動
向
の
影
響
が
大
き
く
、
そ
の
景
気
の

見
通
し
は
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
国
に
お
い
て
は
ふ
る
さ
と
納
税
や
法
人
住

民
税
の
一
部
国
税
化
な
ど
区
の
基
幹
収
入
の

減
少
に 
繋 
が
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す
。
し
た

つ
な

が
っ
て
、
今
後
も
財
政
規
律
を
保
た
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

個
別
の
施
策
で
は
、
主
要
三
債
権
の
収
納

率
向
上
施
策
、
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
、
被

災
自
治
体
へ
の
支
援
継
続
、
産
前
産
後
ト
ー

タ
ル
ケ
ア
事
業
や
保
育
施
設
増
設
な
ど
の
取

り
組
み
は
評
価
を
し
ま
す
。
一
方
、
就
学
援

助
の
補
助
対
象
の
縮
小
は
見
直
す
べ
き
で
、

家
庭
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
学
ぶ
機
会

の
保
障
に
努
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

行
政
評
価
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
見
直

し
に
よ
り
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
よ
り

実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
成
果
指
標
の
設
定

に
つ
い
て
一
層
の
工
夫
を
求
め
ま
す
。

　

国
の
事
業
の
実
施
に
お
い
て
は
、
効
果
の

検
証
だ
け
で
な
く
、
人
件
費
や
事
務
費
の
負

担
等
、
自
治
体
の
実
情
へ
の
理
解
を
国
に
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
そ
の
先
に
向

け
た
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
推
進
に
お
い
て
は
、

区
民
生
活
を
一
番
に
考
え
進
め
る
べ
き
で
す
。

区
民
の
意
向
を
把
握
す
る
為
の
意
見
交
換
会

や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の
形
骸
化

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
改
善
し
、
区
民
と
と

も
に
進
む
区
政
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。

区
民
福
祉
の
充
実
と
行
政
運
営
の
強
化
を

公
明
党
議
員
団

　

平
成　

年
度
普
通
会
計
決
算
総
額
は
、
歳

２７

入
総
額
１
３
３
２
億
８
千
万
円
余
、
歳
出
総

額
１
３
０
１
億
１
千
万
円
余
と
、
歳
入
歳
出

と
も
過
去
最
高
の
決
算
額
と
な
っ
た
。
実
質

収
支
額　

億
１
千
万
円
余
の
黒
字
、
実
質
収

２８

支
比
率
は
前
年
度
比
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
減
の

３
・
７
％
、
経
常
収
支
比
率
は
過
去　

年
間

２０

で
最
も
低
い　

・
５
％
と
な
っ
た
。
実
質
公

７６

債
費
比
率
も
前
年
比
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
減
の

２
・
９
％
と
な
っ
た
が
、　

区
平
均
に
比
べ

２３

る
と
依
然
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

積
立
金
現
在
高
は
５
９
２
億
円
余
、
積
立
金

現
在
高
か
ら
地
方
債
現
在
高
と
債
務
負
担
行

為
額
を
引
い
た
額
は
、
前
年
度
よ
り
２
５
０

億
円
余
の
大
幅
な
増
と
な
る
２
３
５
億
円
余

と
な
っ
た
。
景
況
感
が
反
映
さ
れ
た
感
は
有

る
が
、
今
後
の
行
政
課
題
を
明
確
に
し
、
計

画
的
で
効
率
的
な
財
政
運
営
と
基
金
の
積
立

に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

　

歳
出
は
、
ま
ち
の
活
性
化
や
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
と
し
て
中
野
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
倆
Ｗ
ｉ
倆
Ｆ

ｉ
の
整
備
、
西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
区
内
共
通
商
品
券
の
発
行
、

妊
婦
・
出
産
・
子
育
て
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
充

実
、
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
整
備
な
ど
が

推
進
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　
 
喫  
緊 
の
課
題
で
あ
る
少
子
高
齢
化
対
策
等

き
っ 
き
ん

社
会
保
障
費
の
増
加
、
新
体
育
館
・
新
区
役

所
等
公
共
施
設
の
再
整
備
、
区
内
の
ま
ち
づ

く
り
等
へ
の
行
政
需
要
へ
の
備
え
を
着
実
に

図
り
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
の
強
化
に
よ

り
区
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
る
。

積
立
・
開
発
偏
重
か
ら
暮
し
優
先
の
区
政
へ

日
本
共
産
党
議
員
団

　

２
０
１
５
年
度
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
不
況
下

で
、
い
か
に
住
民
の
福
祉
向
上
に
取
り
組
む

か
が
鋭
く
問
わ
れ
ま
し
た
。
区
立
小
中
学
校

の
耐
震
化
の
完
了
や
私
立
幼
稚
園
保
護
者
補

助
拡
充
、
社
会
科
見
学
バ
ス
代
補
助
の
一
部

復
活
な
ど
は
評
価
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
一

般
会
計
決
算
で
は
、
区
民
要
求
に
は
正
面
か

ら
応
え
ず
区
政
史
上
最
大
の
１
７
４
億
７
０

０
万
円
の
基
金
積
立
て
を
行
い
、
基
金
残
高

は
約
６
２
９
億
円
に
も
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
貧
困
が
顕
在
化
す
る
な
か
、
削
減
さ
れ

た
就
学
援
助
費
の
復
活
や
支
給
時
期
の
前
倒

し
、
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
等
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
待
機
児
童
解
消
へ
認
可
保
育

所
増
設
に
踏
み
出
し
た
こ
と
は
良
と
し
ま
す

が
、
民
間
ま
か
せ
で
な
く
児
童
福
祉
法　

条
２４

に
基
づ
き
区
が
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
木
造
住
宅
耐
震
化
助
成
な
ど

の
防
災
施
策
の
拡
充
、
若
者
や
高
齢
者
の
住

ま
い
確
保
支
援
に
も
取
り
掛
か
る
べ
き
で
し

た
。
一
方
こ
の
年
度
は
、
不
要
不
急
の
中
野

駅
周
辺
の
大
型
開
発
に
本
格
的
に
踏
み
出
し

ま
し
た
。
中
野
駅
西
側
南
北
通
路
・
橋
上
駅

舎
整
備
の
区
負
担
額
は
１
１
９
億
円
に
も
膨

れ
上
が
り
ま
し
た
が
、
見
直
そ
う
と
し
て
い

な
い
事
は
問
題
で
す
。
ま
た
、
平
和
の
森
公

園
再
整
備
の
予
算
が
計
上
さ
れ
執
行
さ
れ
た

の
も
こ
の
年
度
で
し
た
。
長
年
に
亘
る
区
民

運
動
の
歴
史
と
利
用
者
・
区
民
の
願
い
を
無

視
し
た
再
整
備
計
画
の
強
行
に
加
え
、
示
さ

れ
て
い
た
概
算
整
備
費　

億
円
が
１
０
８
億

５５

円
と
倍
に
も
な
っ
た
こ
と
は
重
大
で
す
。

各会各会派派のの見解見解
平成27年度決算に対す平成27年度決算に対するる


